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一一諮 文一一

極東 の空電 (第1報， 夏)

1.緒 ーー員

著者ーは先に (1)1943年 10月から 1944年12月まで，

1年有余の期間に亘って，本邦及び極東の諸地援にお

いて，空電の方位測定を行い，空電と気象現象の関係

並びに，屋東における空電源の分布が，四季を通じて

如何織に変るかを研究して報告した.当時はプラウy

管式の方位測定機の他に廻転粋型式の方位測定機を用

いたが，ピームの半値舗は前者ヵ;30，後者が10。穆度

であった為，観測地点が本邦内外地からラポール，ト

ラッグに至る広大な地主義を占めていたにも狗らず，空

電源の位置決定は充分でなかった.その後廻転枠型式

による鎌田，大津，高木の諸君の報告も出たが，(2)空

電源の位置を確定して，これを充分説明する処~は

行っていない.

処治"その後，方位測定機は岩井，伊藤，I2}両君の

努力により，プラウy管式の単向性方位測定機を始め

として，移動用の方位測定機に至る迄相当な改良が加

えられて.ピームの半値幅も 1。以内となり，叉，標2終

電波を利用して厳密な同時観測が可能となったので，

観測所間の距離が輔、短L、といろ欠点はあるが.空電

源の位置決定に対しては，大変な進歩を見た.そこ

で，現段階において，更に精密に空電と気象現象との

関係を調べ，併せて筏東における空電源の分布を丁寧

に吟味しEますことにした.本報告はその手始めとして

夏季について調べた.即ち，1952年及び1953年の夏

に盛川市の名古屋大学空電研究所(3405ぴN，137022' 

E)，熊本県菊地郡漉水村の九州電波監箆局菊地分室

(32055' N， 130050' E)及び秋田市の劃政省電波研究所

紋国分室(39043'N， 140008' E)の3地点において，周

波数10kcjsで同時観測を行った結果に基づいて，主主

電源を定めた.観測地点聞のきら線の長さは，夫身 633

km，597km及び1126kmである.

本邦近傍の気象関係は名古屋気象台の井村予報課長

提供の地表及び7∞mbの資料を用い，南支那海，
イy ドネシア，マレー，印度及び支貌l奥地については，

ガーペル氏の資料及び考察によった.附これによっ

て，本邦近傍に対しては，個々の気象現象との関係を

喜平絹に知ることを得，叉，遠方のものに対しては，前
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に(1)推定していたことが，更に詳細且つ明際に実註

され，叉，支那沿海に常に発生している空電に対して

も満足し得る説明治:出来たので，此処に，発表するに

至った次第である.

2.気象現象との関係

2.1)曾爾. L肋う爾，積乱雲

積乱雲が或程度発達すると，雲の内の諸キで放電

ヵ:起ることは周知の通りであり，その波形も観測され

ているから，山 ζれが発展して，しゅう雨や雷雨にな

れば，更に空電の強唆が増すことは勿論，夫身に相当

した波形も観測されている.遠距離伝播という点に諸

国すると，その主要な波の周波数は発途した積乱雲内

の放電では20-40kcjsであり，しゅう雨，雷雨とな

れば10kcjsを中心として 6-30kcjsに及んでいる

から，その内の 10kcjs附近は大した昼夜の別もなく

迎方へ到達し.20-30 kcjsの辺は昼間の伝矯は稿、

劣るが，夜間はよく遠方へ到達する.従って，遠距離

になると，昼夜による到達の工合(t異なるが，関係は

求められる答である.以下に示す図面では，地表文(t

上層の 700mbの天気図に空電源の位置(x)が記入

してある.

図1は，昭和27年9月19日15∞]STの天気図で，
フィリッヒ:'y群島に現われた積乱雲叉は，雷雨による
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空電が示してゐる.この日フィリッピy の北東には熱

帯性低気圧(TD)1004 mbがあり，九州，合湾方面に

は寒冷前線があって，同地方も筏1i!iL雲やし地う雨によ

る空電が発生している.

図2は，昭和27年9月14日1500JST，図3は，昭

和27年9月15日1500JSTの夫気図である.共に小

笠原気回の発達した夏型の天候であるが，純然たる熱

雷ではなく図2の台湾附近のし出う雨及び積乱雲によ

るものには， 海南島のT.D.l000mbの影響が現われ

ている様である.図3の硫黄島F付近の積乱雲，し陥う

雨及び雷雨によるものは，時刻jから考えても同地方の

スコールによるものであろう.附近一帯に空電源の分

布がある.図3Aは昭和27年9月17日0900JSTの

天気図で，鳥島と入丈島の雷雨，し出う雨，積乱雲に

よる空電を示している.

図 2
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図 SA

図4は，昭和27年 9月16日0300JSTの天気図で，

新横島，父島，鼠鳥島(マーカス島)附近の空電は，積

苦L雲及び電光に よるものである.ウェーキ島附近に

は，オ)J-7'合風(T.S.)994 mbが来ているので，

-<T _カス島附近のものはその影響を受けている様であ

る.
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図5は，昭和28年9月7日OOOOJSTの天気図でら

る.フィリッピy群島の雷雨による空電が多数現われ

ている.これは後述する様に，太平洋及び印度洋の赤

道海洋気回の接触収数によるものである・
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図6は， 昭和28年9月8日2100JSTの天気図であ

る.ブィリ ッピy群島の雷雨によるものを示 してい

る・その発生の原因は図 5と同様に考えられる.

図 6
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以上は，比較的孤立した雷雨，し由う雨， flt昔L雲等

による空電の例である.ブィリッピy群島辺りになる

と観測所から見た方向が，観測所を結ぶ2誌寝の方向に
近<，而も基線が短か〈距離が3000km内外になるの

で，空電源を決定する為に0.50動かすと，臣稚にして

200 -300km も異なって来るので， ~電源と爾雨等の

位置が厳筏;こ一対ーに対応しないのは止むをえない・

後述する前線や気圧の谷に伴う空電の場合にも，雷

雨，し由う雨，積乱雲等を認めることは勿論であるが

ここでは一応，基本的な単位としてまぎらわしくない

例を2，3述べた次第である・

2.2)前線を伴う低気庄

単なる低気庄では空電を伴うとは限らないが，前線

を伴う場合は気洗の慈しい収数を生ずる部分があるの

で，空電を生ずることが多く，叉，長い前線の内では，

処Aに生ずる低気圧に空電波の集中していることが多

L、.

図7は，昭和27年9月16日1500JSTの天気図で，

満州東部に 1∞8mbの低気圧があり，これから閉塞
前線が出ている.途中から先は寒冷前線に変ってい

て，而も西側を7oo_mbの谷が通過している.どの点

から考えても収数の著しいζとが明らかであって，こ

こにきE電の著しい分布がらり，積乱雲を認めている処

もある.

図 7

図8(土，昭和27年9月19日1200JSTの天気図で

ある.カラフトから:MHIこ至る 700mbの谷の尽きん

とする処に 1004mbの低気圧があり，東方に温暖前

線，南西方に寒冷前線が発している・この谷や前線上

には，しゅう雨や積乱雲も認められ，収数顕著である

ことが考えられるが，~電の分布は依然庄のrþ{，i\付近

で寒冷前線の近〈に著しい.
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図 8

図9は，昭和27年 9月20日ωOOJSTの天気図で

ある.7∞mbの谷は北海道から紀州沖を過ぎて南西
方に走っている.本州南方洋上の1002mbの低気圧は

強風を伴い，東方に温暖前線，南沼方に寒冷古織を発

している.笠宮は依然圧の中心近〈の寒冷前線F付近

と， 7∞mbの谷の東側に著しい.この寒冷前線は南
西に伸び，沖縄方面で 1006mbの低気圧に逮ってい

るが，その附近でも空弔の分布は顕著である・所，々に

積活L~も認められる.

図 9

図10は，昭和27年9月21日ω∞JSTの天気図で
ある.本邦南方洋上に横たわる前線上の 1∞6mbと
1008mb の依然庄の中'1)附近に懇しい~電の分布が認

められる.1∞8mbの低気圧の西には7∞mbの谷も
図 10
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通っている.この古鴻泉は北東及び南西に伸びている

が，北東方では.500 N. 1ω。Eで985mbの低気圧

に終っている.これは，オリープ合風の劣えたもので

あるが，この附近には空電は認められない.

図11は，昭和28年9月10日1500JSTの天気図で

ある.本邦南方洋上に長い停滞前線が赦たわっている

が，その内の 10∞mbの低気圧の附近に空電力:著し
い.この低気圧は発達の途上にある.

図 11
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図12は，昭和28年9月11日0900JSTの天気図で

ある.図 11に示したのと同じ侭気圧が 1002mbと

なって長い停帯前線上に存し，この前線上には， 所h

にこれよ り指度の浅い低気圧も存在するが，笠宮は

1∞2mbの低気圧附近に著しい.鳥島，八丈島には，
し申号爾や積乱雲も認められている.

図 12
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以上を見る と， 寒冷前線や停幣前線上では . ~電が

一様に分布しているのではなく，その内で特iこ活動の

著しい所に顕著に分布し， 沢山の低気圧が前線上に存

在する場合には， 特に指度の深いものに多数の分布を

見ることが知られる.

2.3)黙補佐低気圧

台風の顕著なものについては，キジア台風(6)やルー

ス合風間について， 詳細な報告をしたが，此処では小

模様なものでも，空電の分布が認められるこ とを例示

しようと思う.

図13は，昭和27王手9月18日09∞JSTの天気図で
ある.オリープ (Olive)合風が指度940mbで現われ

ている.この::ft凍には高気圧があるので. ~電は高気

圧との聞の集風線に相当する処と南側に現われてい

る.何れも著しい収量生の行われている処である・

図 13
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図14は，昭和27年9月18日1500JSTの天気図で

ある.オリープ台風の指度は矢張り 940mbであるが，

笠宮は南西側に現われていて， そζのマーカス島で

は，発達した積乱雲も認められ.1時間前にはし抽う

雨も観測されている.

図15は， 昭和27年9月19日0300JSTの天気図で

ある.オリーブ台風の指度は矢張り 940mbである・

空電は，東方の高気圧との間，及び北方の前線との聞

に分布してレる.

図16は，昭和27年9月14日0900JSTの天気図で

ある・998mbのT.D.が海南島附近にあり .g皇官はそ

の周辺，主として海岸から，南嶺の南斜面に分布して

L、る.

図17'i.昭和27年9月14日2100JSTの天気図で
ある.海南島附近のT.D.は指度ヵ;1000mbに下った

図 14



図 15

図 16

図 17

コウ"空電は南嶺の南西斜面から仏印の山岳の東斜面に

認められる.両例共に，湿熱の気流η地形性収数によ

るさ芝電と思われる.

図 18は，昭和27年9月19日1200]STの天気図で

ある.7-(リッピy東方洋上， 140 N， 1380 Eに1004

mbのT.D.があり，その周辺に空電の分布がある.マ
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図 18

図19は，昭和27年9月20日0900]STの天気図で

ある.先の 1004mbのT.D.は西進して，ブィリクピy

の東沖に遼し，その周辺に聖書しい空電の分布が見られ

る.この空電も前例と同様T.D.によるものと思われ

る.

図 19
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図20lt.，昭和28年 9月7日2100]STの天気図で

ある.240 N， 1620 Eに中心を有つT.D.が現われ，そ

の西側に 700mbの谷が通過していて，空電t主主とし

て，谷の附近， T.D.の北西に分布している・

図 20
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リアナに積乱雲による空電がある他は，この附近一帯 !5び
に~電はないから T.D. によるものと恩ト
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図 21は，昭和28年 9月8日0900]STの天気図で

ある.先のT.D.は280N， 1600 Eに移り， 700mbの

谷と接近して来た.空電は谷の東側で，T.D.の北西部

及び， 南西部に分布している.マ【カス島では，積苦L

雲が認められている.

図 21
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図22は，昭和28年 9月8日1200]STの天気図で

ある.上記のT.D.は，位置は田ふ同じであるが，空電

の分布は，7∞mbの谷の東側，マーカス島F付近，T.D. 
の南西部に著しい分布を示している.マーカス島で

は，積乱雲中に電光を認めた様でーある.

凶 22

図 23

図24は，昭和28年9月9日ωOO]STの天気図で

ある.T.D.の中心は，300 N， 1570 Eにあり ，これ方、

ら東南東に伸びる熱待前線に沿って明らかな笠竜分布

がある・

図 24

30 

150" 160。

図20から図24迄に示したT.D.は大体において，

700mbの谷とか熱帯前線という様な，何等かの収数

f生の気象条件と合併した為に空電の分布が顕著になっ

ナこといいf写る.

以上，オー リプ台風及び海南島附近，プィリッピy

附近並びにマーカス島北方洋上のT.D.について調べ

て見たが，フィリッヒ・y附近とL、うのはマリアナ，カ

ロリ γの合風発生地点に主主じたばかりのもので，空電

の分布もT.D.の中心に対して大体対称的であり ，合

風やT.D.の模型の雨被として知られている図25の

レーダー図形でもわかる通り ，発生の当初は対称的な

図23は，昭和 28年 9月9日OOOOJSTの700mb のが当然であろう.オリ ープ合風及びマーカス島附近

の天気図である.700mbでは，前例のT.D.の中心は のT.D.は，700mbの谷，熱帯前線，地表の前線，集

320 N， 1600 Eにあり ，これを 700mbの谷が通過し， 風線等{也の収数条件と重なった部分に空電の分布があ

中心から南東方に熱稽前線が出ている・空電(t，谷の り，叉，海南島附近のT.D.でも地形性の収数が加わ

東側から熱帯前線沿いに分布し，その先は.ウェ ーキ・ る処に空軍の分布があって，これ等の諸点の詳細は，

島今北を通って， 140 N， 1750 W に達している.この キジア台風間及びノレース台風(7)について述べた通り

辺にも，可成りの空電分布が見られる. である.



図 25

2.4)線表の前線

寒冷前線叉は体格前線が長区間に亘って横たわって

干る時，湿熱気回，前線，低気圧等何らかの原因で，

1j叉数が促進されるとその部分には，空電の分布が見ら

オLる.

図:26は，昭和2i年9月14日0900JSTの天気図で

ある・南高北低の夏型であって，小笠原の高気圧によ

る湿熱気回が本邦南岸に沿う停帯前線によって昇騰せ

しめられた為に，至る処積乱雲，し出う雨，雷雨の発

生が認められ，この前線に沿って空電が顕著に分布し

ている.

図 26
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図;27は，昭和27年9月15日0900JSTの天気図で

おる.矢張り，南高北低の夏型で，前例と同様の原因

に依り，体格商J線に沿って移しい空電の分布が見ら

れ，至る処積乱雲，し向う雨，雷雨の発生がある.

図 27
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図28は，昭和27年，9月16日1200JSTの天気図で

らる.失張り，南高北低の夏型で前2例と同様の原因

の他に 700mbの谷が:JLHI方函と東海道の沿岸を通過

しているので，これ等方:相重なって，東海沖，記;'1'11ゆ，

九列惨鮮食方面に額百L雲，し肋う雨，雷雨を生じ，これ

らの地方には特に顕著な空電の分布が見られる.

図 28

図29は，昭和27年9月14日1500JSTの天気図で

ある.シペリアの 1003mb低気圧から出た閉塞前線が

朝鮮半島を通過後は寒冷前線になって山東省の南を通

り黄河に達している.700 mbの谷がシペリアから南

下して山東半島に迭していて，両者の合流点附近か

ら，主主河沿いに著しいささ電の分布が認められる.

図30は，昭和27年9月19日1500JSTの天気図で

おる.オリ ープ台風から発して本邦南方洋上を西進ず

る前線カザL;'I阿南で1002mbの低気圧に達し， これか

ら出た寒冷前線が南西方に走って福建省から支那に

入っている.700mbの谷がカラフトから前記]002mb 

の低気圧の西側を通って，台湾の北に達している.

その為，九;'1初、ら台湾に至る海上は著しい収微を主主

じ， 諮々に積乱雲及びし晶 ろ雨を観測し，著しい空電

の分布が見られる.
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図 30

図31は，昭和27年 9月15日O筑ぬ]STの天気図で

らる.シベリヤの1∞4mbの低気圧から発した寒冷前
線は，間宮海咲から南下して北海道の西を通過してい

る・この前線は，その後カラフト，北海道方面に上陸

して発留しているから，この時に既に相当の収数があ

るものと思われるので，前線に沿う笠電の分布も了解

出来る.

図32は，昭和27年9月17日1500]STの天気図で

ある.シベリアの1008mbの低気圧から発する閉塞前

線はカラフ トの南企携をかすめて温暖前線と寒冷前線に

図 33

図 31

図 32



図 33A
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分.it後者は北海道に入り ，積乱雲，し由う雨，雷雨を

生じている.これに基づく空電が前線に沿って顕著な

分布を示している.上記低気圧からは，700mbの谷

が南下して居り ，北海道の束にも 700mbの谷が通っ

ていて，シペリア沿岸は600N以北迄.低気圧が並び，

これに伴う空電が主党測されている.

図 33は，昭和28年9月9日1500]ST，図 33Aは，

昭和 2B~ 9 月 10 日 1500]ST の天気図である.シベ

リアの 1006mbの低気圧から満1+1を経て，北支から

チペッ トに至る寒冷前線があり，途中諸々に空電の分

布が見られる.その各巴について確たる発生の理由を

t定めることはむつかしいが，一般的に云えることは主

として大河の流域に見出されることである.夏季は支

那奥地は温度が一般に高いことと考え合せて理解出来

る織である・

以仁を見ると，地表の前線が，海等性の湿熱気団に

接触したり，上層の:符と合流したり或は陸地に上陸す

る等，何等かの条件が加わって，不安定となり，著し

い昇騰気流を生じて，気象的にも，積乱雲，し曲う雨，

雷雨を観測し，又はこれ等を発生すべき情勢;こ達した

個所に著しい空電の分布を生じた様である.

， 2.5)上層の谷

既に，地表の前線，低気圧，合風等に伴う空電を調

べたl待に，上鱈の谷の影響力;著しく現われていたこと

であるが，ここでは，主として， 700mbの谷の東側lの

収数核に生ずる笠竜について述べる.

図 34は，昭和27年 9月20日2100]STの矢気図で

ある.続鮮海咲から，台湾の西方に達する 700mbの

谷があって，これに沿う空電の分布が顕著である.後

述する様に，夏の東支那海は，太平洋気回と印度洋気

9 

団の収数線になるので，元来不安定で

あるが，そこへ気圧の谷が来て昇.~気

流を促したので，この様な結果になっ

たのであろう.その南方に寒冷前線が

走っているが，矢張り著しい収数作用

を生じ，積乱雲，電光等を観測してい

る.

図35は，昭和28年9月11日1200

]STの700mbの天気図でゐる.700 

mbの谷が山東省を南北に震き，同省

の南には，寒冷前線が東西に走ってL、

る.それで黄河の河口附近から潮海湾

にかけて著しい空電の分布がある.こ

の地方は夏季は温度も高<，湿度も

樹、高いから，刺激が加われば擾乱を

起して空電を生ずるのであろう.

図 34

図 35

¥ 20
0 

図 36は，昭和2B年 9月6日1200]STの700mb 

の天気図である.フ fリッピYの東方洋上に7∞mb
と500mbの谷がある.この辺は，太平洋気回の湿熱

な気流が常に存ずる処だから，気圧の谷で収微を促さ

れた為，不安定状態となり昇騰気流を生じて，空電の

分布を見る様になったことと，思う.この場合，附近に

は，他に空遣の分布がないから，気圧の谷によること

は明瞭でーある.
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図 36 の谷が存するとL、うだけでは，必ずしも空電は発生し

ていない・

3.支那，インドネシア及び印度の空電

3.1)夏季における極東の気流

地球の一般的な大循環の理論によると，(9)300 N前

後の所謂無風帯(Horselatitude)は，赤道方面で上

昇した気流の下降によって生ずる高圧部であるべきだ

が，夏季の極東では，印度の北部タール(Thar)沙漠

及び雲南省の長江流域の山岳地帯に高温に伴号低圧部

130
0 ヵ:生ずるので，印度の下層大気は!辰雄的に流れ，支那

中部では，略、停滞気味になる・即ち，赤道の方へ戻

図371土，昭和 28年 9月8日2100JSTの天気図で る下層の気流が著しく 弱められるから，南半球から印

ある.700mbの谷が葉支那海を南北に貫いていて， 度洋，叉は西太平洋を通って来た季節風(Monsoon)

その他に地表の前線が沖綱方面から，福建省方面にか が侵入する.これら比赤道を通って北半球へ入ると，

けて，二重に東西方向に走~，ている . 元来，太平洋気 右に曲がって南西風となり ，北半球の気流との聞に熱

田と印度洋気回の接触によって収微を生じているこの 帯前線(IntertropicaIfront， ITF)を生ずる.(4) 

地方のことだから，この様な諸条件が重なった結果， この ITFは，印度の西方アラピア海からカyペー

著しい擾乱を生じ積乱雲，し由う雨，雷雨等が，諸々 (Cambay)湾，パ yジャプ (Punjab)，ガ yジス河流

に発生し，移しい笠竜の分布を見たのである.奥地の 坂，ピルマ北部を経て，支那に入札粉、鉱散気味と

空電については後に述べる. なって，雲南省，長江流域，黄海，木邦南部を通過し，

以上を見ると， 700mbの気圧の谷の東側では収数 ここで一転すると共に，再び鋭い収数帯に戻って，

があるという一般的性質に加えて，(8)不安定な湿熱気 グワム，ャップ方面から太平洋を東進するのであっ

団の流入叉は地表の古総泉の出現により ，昇騰気流を生 て，図38は極東，図39は太平洋における気流及び前

ずる処には，空軍Eの分布が認められている.単に気圧 線に示している・図中 (xx x)印は鉱貴士気味の部分

図 37

3 

2 

200 
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図 39

を示す.

3.2)長江涜域の空電

図 40は， 昭和28年 9月6日2100]STの空電分布

図である.夏の長江湖水地方は，上述の ITFヵ:通過

しているので， 雲南の長D:流域と共に収数帯にあり ，

その帯主主に著しい笠震の分布を生じている.長D:中流

から上流にかけて，夏の夜には著しい空電分布を見る

ことが多い.長江'fA:域以外の空電については後述す

る.

3.3)支瓢海の空電

太平洋の赤道帯，印度洋の北部及びこの両者に狭ま

れたマグロネシア (Macronesia)水域の気回は，赤道

海洋気団(Convergenttropical maritime air or 

equatorial air， mE)といって，湿熱な不安定な気「ヨ

の源になっている.南半球から赤道を越えて後，右に

曲って北半球に入って来る.これら図太平洋上の気

回，印度洋及びオーストラりア方面から来た気回は，

図 38に示す様に，フィリ ッピyから務献方面に北上

しながら，相接触して，熱楕収数線(Tropicalcon-

vergence line)を生じ著しい懐古Lを起して，移しい空

電の発生を促すのである.支那沿岸，溺献，合湾の間，

.li!1lち葉支那海，及び支苅I南岸とプ fリッピハイシ ド

ネシア， 仏印，シャム，マレーの問， .li!pち南支那海に

は，絶えず顕著な空電の分布を見るのは， この様な前

線並びに気流の収数があるからである.地形性収数

は，この方面の特徴で，マレー，イ y ドネシア方面に

移しいスコールを生じている.

図41は，昭和27年9月21日1500]STの空電分布

図である.空電は，図38の熱稽収数線を中心としてそ

の両側に，ブィリッ ピハ 台湾，琉球等の陸上及び海
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上に分布している.気象資料のあるフィリッピ:.-'，香

港，琉球等では，積乱雲，雷雨等，が観測されている.

台湾の南には停滞前線も通過している.

図42は，昭和28年 9月9日1500]STの空電分布

図である・前例と同様熱幣収数線を中心とするもので

あるが，支那沿岸にも相当顕著な空電の分布が認めら

れる.矢張り至る処，積乱雲，しゅう雨，雷雨が観測

されている.

図43は， 昭和28年9月5日2100]STの空電分布

図である.これは，南支那海及びその周辺のブ ィリッ

ピ:.-'，ボルネオ，マレー，シャム，仏印等のさE電分布

図 40

を示したもので，印度洋から流入した湿熱な不安定な

気団によるものである.フィリッピy等は資料が入っ

ているので，雷雨が盛んであったことがわかってい

る.マレーの商のささ電は，印度洋の南西風が同所のテ

ナセリ y山脈に吹上げて生じた契機気流によるもので

あろう .

図44r'i，昭和28年9月9日2100]STの空電分布

図である・矢張り ，南支那海とその閑辺の大陵や島l岐

に生じた空電を示している.フィリッピyでは雷雨が

記録されている.ボルネオ，シャム，仏印等の山岳の

斜面にも地形性収数による~電が認められる .
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図 44
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3.4)インドネシアの空電

マグロネシア*撲でも，前記の湿熟な気回が存在す

るので，j也!診性の県勝気流による擾乱が顕著で，スマ

トラ，ジャワ方面のスコールは有名である.空軍の若

しいのも尤もである.

図45は， 昭和28年:9月10日2100jSTの空電分布

図である.マレー半島と，赤道上1100_114
0
Eに空

電の分布がある.この内，前者は観測所から約50∞
kmの遠方であるから，マレー半島上のものとも，ス

マトラ上のものとも考えられる.マレー半島上とすれ

ば，印度E宇の南西風がロピyス:.--111を含む山脈の斜面

を上昇した為，スマ トラとすれば，イ γ ドラプラ， )レ

プセ Y等の高山を含む脊住山脈の斜面を上昇した為の

収数によるものと思ト

関 45

10
0 

120 

叉赤道上110
0-1140Eに分布する空電は，観測所

からの離距が4000km以上に達する為，源を決定し

がたいものであるが，方向と地勢から考えれば，セメ

Jレー山を含むジャワの脊柱山脈の斜面における赤道海

洋気回の強制上昇によるものであることは確かであ

る.

3.5)印度洋及びピルマの空電

ピルマのカーシ山脈，アラカ γ山脈，マレーのテナ

セり y山脈も ITFが北にあるから，印度洋の南西風

による強制上昇があると烈しい擾乱を生じて，この地

方の空電源となる.印度では，北東風と南西風(モン

スー:.--);がガシジス河流援及びペyガル君事で出会って

援活Lを生ずる(図46参照).これは，ガシジス河とプ

ラマプトラ河の河口で始り，西方に進んで，ラプタナ

(Rajputana)，シ Y ド(Sind)地方に及ぶもので，この

地方の空電源となる.叉，デカ y高原の西側の商ガー

ト(WestGhats)山脈(t.アラピア海の南西風により

地形性上昇でE臨しを生じてこの地方の空電波となる.



図 40 については ， 先には長江流撲の~苫のみの説

明をしてあるが，ここでは印度方面の分を繍足する.

マレー半島の先の方の空電は，マレー叉はスマトラの

空電として， 文 00，1100Eの空電はジ+ワの空還と

して，3.4)の説明の様に考えて宜しかろう.

ピルマ西岸からプラマプトラ河の南及びイラワジ河

西方のものは，夫々，アラカy山脈，カーy山脈，ジャ

プボ山系プヲマプトラとイラワジの南河に狭まれた

アッサム中央の山系の斜面を南西風が強制上昇して生

じたもの，ガY ジス河流扱及びプラマプトラ河の北側

に出ている空電は，位置は多少動くかも知れないが，

方向と地形から考えて，デカyの西方アラピア海から

涜入した気流がITFに沿って生じたヒムラヤ山系南

斜面の懐古Lによるものであろ う.

図47は， 昭和'zl年9月1980300JSTの笠竜分布

図 47

3♂ 

2σ1)(. 

y.. 

メ

90。
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図である.図の西縁に並んでいる空屯若手は，方向は明

らかだが，遠方の為，位置決定を保留したものである.

これを方向及び地形と考え合せると，デカ yの西岸西

ガート山脈の斜面を上昇するアラピア海の南西風によ

る媛苦Lに起因することになる綴である.

図48は，昭和28年 9月8日OOOOJSTの空電分布

図である.プラマプ トラ河の南はカーシ山，その来イ

ラワジ河との聞はパトカイ山脈，長江の北はZ雲南省の

巴顔略欺山脈，プラマプ トラ河の北側はヒマラヤ山系

等犬々の山脈の斜面に対する印度洋の南関風の上昇に

よって生じた擾苦Lによる空電であろう.

この場合ヒマラヤ山系が分水嶺として ITFの去をる

とするものと，更にその北チペッ トの北部を通るとす

るものとあるが，チベットや新彊各方面にも夜間の~

図 48

図 49

20。
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mとして線側されることが多いから，この点ではソー
ヤー氏の資料金:確かであろう.

図49がその例で，同方面に箸しい空電の分布を示

している.何れも大河の流後であるから.湿度も相当

にあり ，ヒマラヤの北斜面を通る西風によるか，午後

の日射による熱雷性のものか，確かなことは決めかね

る.

図50は1953年夏季観側中得られた夜間の空電源を

全部まとめて一枚に集め，東南両支那海，イ y ドネジ

ア，印度，ピルマ，支那奥均等今迄述べた空遣の烏鰍

図としたものである.この内，900 E及び赤道に並ん

でいる笠竜群は続側所から見Tこ方向を示し，遠距離の

為;こ位置を決しかねたものであるから，地形と気候か

ら推定すべきものでらる.

即ち，赤道上1100_1180Eはヅャワ，1180_1230E 

('1セレペス，1000_1050E，60N-00はスマ トラ又は

マレーの印度洋南西風の地形性収数による笠竜，90。

E.220-250Nはガyヅス河流域乃至デカ y西岸の西

ガート山脈に対するアラビア海南西風の地形性収数に

よる笠竜.900 E， 250-280 Nは印度北西の低圧都の

盗事，900 E. 300 _400 Nは高混なタリム倉地，タリ ム

初乃流域の空電ではあるまいか.又.950 -1000 E. 

300-350 Nの空電は，少し東へ移して考えれば，青

海省から支那東部へ向う巴直現時喜則山脈を中心とする幅

広い大山岳系の斜面で1TFが生じた笠竜と思う.そ

の他については，既に各個について詳述したから，こ

こでは重複を避けることにする.

4.結論

以上記述した所をまとめて見ると，先ず個々の気象

現象Tこる積乱雲，し曲う雨，雷雨からは，距離に応じ

て高い周波数から低い周波数迄色々の空電成分が認め

られるが，遠距望E伝賂という点から考えると， 3Okc/s 

以下の長波が主体になる.

雷雨の主放還は，10 kC/s前後，積乱雲の放電は

20-30 kc/sが主で，し凶う雨は雷雨の小規模なもの

として，積乱雲との中間になるが，何れにしても，周

波数の低い程昼却の減変は少い， 10 kc/s附近がそう

である.30kc/s附近になると，4C削 km以上の遠方

でi主頗る後弱iこなるが，夜間はよくこオ山l上の逮距離
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いもの，或は発速の途上にあるもの，又は，近くを上

層の谷が通っているもの等は空電を伴うことが多い.

分布からいうと，低気圧の中心近くで，前線や谷に

沿って空電を認めることが普通である.

熱楕性低気圧では，存在の場所，発達の過程にょう

て空電分布もー織ではないが， 一般に，中心じは少な

く，主として周囲に分布し.150 N附近で発生した当

初は，比絞的中心近くに対称的に分布している.北上

すると共に，笠宮分布の箸しいセグFーを生ずる.rm 
ち，谷，集周線，熱帯前腕，地表の前線，地形性強制1
上昇等収数の慈しい所に空電集中の傾向がある.

塞冷前線，閉塞前線，停滞前線等の地表の前線が長

区間に亙って伸びている場合には，必ずしも全区間に

一様に笠竜の分布を見ることは少なし特に混熱気回

が流入するとか，上庖の谷と合流するとか，海上を通

過してから上陸するとか，指度の深い低気圧を発達さ

せるとかして，著しい収微を生ずる処に空電の分布が

認められる.

7∞mb叉は5∞mbの谷も，それだけでは空電を発
生しないが，その収数撲に不安定な湿熱気回が侵入す

るとか，地表の前線叉は低気圧等が発性するとかし

て，持腕気流の発迭を促進する処には空電が認められ

る.

夏季の京支那海並びにその沿岸では，昼夜の別なく

空電の分布がある・これは，西太平洋，印度洋，マグロ

ネシア水場等の湿然な赤道海洋(mE)気回ヵ:集って

プィリッピY，務献方面から北上し，相篠触して熱待

収鉄線を生ずる為である・文，南支那海及びその沿岸

のアジア大陸及びインドネジアの諸島等では，印度洋

からの南西風及びマグロネシア水撲のmE気回が将i寄

せるので，主として地形性強制上昇によって笠電を生

ずる.ボルネオ，グャワ，スマトラ，マレー， 仏印，

南支沿岸，南支那海方面では頗る顕著である.

印度，ピJレマ，支那奥地は，印度羊の湿黙な mE気

回が ITFに沿って侵入し，主として地形性強制上昇

によって，この地方の高い山系の斜面に空唱を生ず

る.これ等は頗る強力なものだから，夜間は本邦へ

盛んに到達する.
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に充分強力に遼している.叉，海上は陸上に比べて地 本報告・は当研究所の佐尾，岩井，伊藤，仲弁，田中，

表波の減衰7主少いが，夜間は電源層の反射が相当利ぃ 村田， 中島 ， 加藤， 前回，杉田等の諸君が観nl~ し整理

て来るので，海箆乃差別は現わtt.ない・ した空電源の分布図，波形記録，名古屋気象台の井村

次に，低気圧については，単なる低気圧というだけ 予報課長が提供せられた地表並びに上冒の天気図を基

でよ空電を伴わない.長い前線、上の低気圧でー指度が深 とし，ガーペノレ氏及びソ ーヤー氏の熱帯地方の気象
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資料を参考にしてまとめたもので，報告作成に当って

は，当研究室の木村君と長男晃の助力を受けた.これ

等大勢の協力者に対し深〈謝意を表すると共に，絶え

ず御援助を借まれない勝沼学長，和遼中央気象台長，

岳山気象研究所長の御好意を深謝して筆をおく.
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